
Ｉφ･，||卜……

｜

　

∩|，ノ

　

☆ト

　

【目

・支部総
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（
″
）
北
海
道
難
病
連
・
釧
路
支
部

釧
路
地
方
の
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
春
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
変
わ
刄
な
く
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
（
財
）
北
海
道
難
病
連
・
釧
路
支
部

の
総
会
日
程
が
次
の
と
お
Ｉ
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
議
案
書
を
持
参
の
う
え
、
多
く
の
会
員

皆
様
の
お
出
席
を
お
ま
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

と
き
：
平
成
三
年
五
月
十
二
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
一
蒔
よ
り

と
こ
ろ
：
釧
路
市
福
祉
会
館
（
幸
町
）

　
　
　
　

三
階
・
小
ホ
ー
ル

な
か
み
：
総
会
議
案
書
の
審
議

訟
幡
ム
馮
巾
ヨ
ロ
ロ
－
ｉ
-
t
Ｓ

　
　

Ａ
　
Ｊ
の
繕
忌
団
閃
坏
？
Ｌ
芒

お
わ
亡
£
ｉ
れ
も
４
く

持
ふ
｛
タ
し
て
下
さ
い

訟
特
ム
ぶ
畿
一
紙
市
孝
壽
仇
偕
’
″

一
、
開
会
の
こ
と
ば

二
、
支
部
長
あ
い
さ
つ

三
、
来
賓
あ
い
さ
つ

四
、
祝
刄
轄
一
露

五
、
議
長
選
出

六
、
議
題
①
一
九
九
〇
年
度
活
動
報
告

　
　
　
　

②
一
九
九
〇
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　
　

③
一
九
九
〇
年
度
会
計
監
査
報
告

　
　
　
　
　

④
一
九
九
一
年
度
活
動
報
告
案

　
　
　
　
　

⑤
一
九
九
一
年
度
予
算
案

　
　
　
　
　

⑥
役
員
改
選

　
　
　
　
　

⑦
そ
の
他

七
、
質
疑
応
答

｝

W

難病センターでは、こんな事業をしています。

●･ボランティアの派遣

●･福祉機器の相談・展示・あっせん

●･難病・医療・福祉に関する資料の収集と閲覧

●･患者さんのための貸し出し図書

●･機関紙－ポスター・パンフレットの発行

･･･各種研究の推進

●･･宿泊

　　

低料金で安心してご利用いただけます。

●･会議室

　

会議，講漬会。研修会に

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－１－

･･･相談

　

医療・福祉制度一年金・法律など。

　

電話・手紙・ご来所。ご自由です。

　　

(月～金，午前10時～午後５時)

●･難病集団無料検診・出彊相談会

　

道。市町村との共催で全道各地で。

　　

(年問５～７ヵ所)

●･医療講演会

　

札幌市内他全道各地で。

ｌ

　

ｌ



白
幽

◆
か
什
各
務
‘
ム
ぶ
人
口

　

釧
路
支
部
の
総
会
は
、
全
て
の
会
員
を
対
象

に
呼
掛
け
て
開
催
し
、
各
部
会
の
会
員
並
び
に

役
員
、
約
２
０
名
の
出
席
者
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

出
席
人
数
は
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
で

す
が
、
初
め
て
の
こ
こ
ろ
み
で
あ
り
、
今
後
の

出
席
状
況
を
期
待
し
、
全
含
只
に
よ
る
釧
路
支

部
総
会
を
、
今
後
も
継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
員
会
は
８
回
開
催
（
内
―
回
は
三

役
会
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
役
員
会

を
、
必
要
の
都
度
開
催
す
る
方
法
も
あ
る
が
、

各
役
員
の
時
間
的
調
整
等
で
、
定
例
開
催
に
す

る
よ
う
扨
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
役
会
を
効
率
的
に
開
催
す
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

な
お
、
役
員
会
に
役
員
本
人
が
出
席
出
来
な

い
場
合
は
、
代
理
人
を
必
ず
出
席
さ
せ
る
体
制

に
す
る
よ
う
、
冬
部
会
の
調
整
を
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

中
人
ｙ
ヱ
冶
男
僅
木
人
ぶ

　

昨
年
の
全
道
集
会
に
ば
、
釧
路
支
部
か
ら
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
札
幌
で
の
開
催
年
と
い

う
こ
と
で
、
例
年
の
と
お
り
北
海
道
庁
別
館
に
、

総
勢
４
４
０
名
の
会
員
・
家
族
や
障
害
者
が
参

加
し
、
札
幌
で
の
開
催
で
は
過
去
最
大
の
参
加

数
に
な
り
、
会
場
は
難
病
患
者
・
障
害
者
と
家

族
の
願
い
と
熟
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

今
回
の
全
道
集
会
終
了
後
、
難
病
連
結
成
以

来
初
め
て
の
街
慧
ア
モ
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
。
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
賑
わ

う
中
心
部
か
ら
大
通
公
園
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

要
求
や
願
い
を
掲
げ
、
市
民
や
観
光
客
に
「
難

病
患
者
や
障
ｗ
者
よ
局
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
」
の
実
現
と
眼
力
を
よ
び
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
デ
モ

行
進
を
す
る
に
も
最
良
の
日
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
の
仝
道
辺
会
-
I
t
l
地
方
開
催
年
で

あ
り
、
室
蘭
支
部
が
主
体
で
、
洞
爺
湖
温
泉
に

　

｜

｜

て
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
、
釧
路
支
部
か
ら

も
多
く
の
会
員
・
家
族
の
巷
加
を
期
侍
し
ま
す
。

中
難
病
相
談
□
μ

　

昨
年
度
は
、
難
病
連
釧
路
支
部
の
事
務
所
が

設
置
さ
れ
、
定
例
的
に
難
病
相
談
日
を
開
設
す

る
計
画
を
粗
み
ま
し
た
。
し
か
し
。
現
在
の
釧

路
支
部
の
役
員
体
制
や
、
会
員
の
協
力
状
況
で

は
実
施
不
可
能
と
の
判
断
か
ら
、
昔
病
相
談
日

の
実
施
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
ａ

　

た
だ
し
、
釧
路
市
主
催
の
健
康
フ
’
一
ス
テ
ィ

バ
ル
に
歩
調
を
あ
わ
せ
、
釧
路
保
健
所
の
保
健

婦
さ
ん
を
要
請
し
、
市
民
の
難
病
削
談
と
、
国

会
漣
願
の
署
名
行
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
相
談
者
は
あ
い
に
く
い
な
く
f
f
i

談
活
動
の
必
要
性
、
あ
る
い
は
市
民
へ
の
周
知

方
法
を
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
会
請
願
の
１
　
名
行
動
は
、
健
康
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
こ
ら
れ
た
市
民
の
方
々
に
よ

び
か
け
し
、
署
名
・
募
金
に
つ
い
て
一
定
の
成

果
が
あ
り
ま
し
た
。

一つｰ

　　

－



　

こ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
は
、
急

な
対
応
と
な
っ
た
た
め
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
不
足

な
ど
、
満
足
の
い
く
結
果
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

◆
釧
路
支
部
レ
ク

　

ー
Ｏ
月
２
８
日
に
豊
栄
町
の
茅
沼
温
泉
で
、

釧
路
支
部
の
合
同
レ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
バ
ス

を
利
用
し
て
の
レ
ク
で
、
患
者
・
家
族
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
含
め
て
２
６
名
の
参
加
者
で
し
た
。

　

現
地
で
は
、
温
泉
・
ゲ
ー
ム
と
弁
当
を
用
意

し
、
郊
外
で
の
美
味
し
い
空
気
で
、
仲
間
と
交

流
を
深
め
た
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

◆
本
部
役
口
貝
研
政
侈

　

昨
年
の
北
海
道
難
病
連
の
役
員
研
修
会
は
、

１
月
１
９
・
２
０
日
の
二
日
間
、
全
道
各
支
部

　

・
部
会
の
役
員
を
対
象
に
、
札
幌
の
難
病
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
釧
路
支
部
か
ら
２
名
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
テ
ー
マ
は
、

　
　

①
患
者
会
活
動
の
す
す
め
方
に
つ
い
て

　
　

②
医
療
法
改
正
に
つ
い
て

　
　

③
視
覚
障
害
者
の
手
引
き
、
で
し
た
。

　

一
番
目
の
テ
ー
マ
は
、
思
者
会
の
基
本
と
な

る
事
項
を
「
患
者
・
家
族
会
の
つ
く
り
方
と
進

め
方
」
と
い
う
、
参
考
１
　
に
よ
る
研
修
で
し
た
。

各
役
員
も
一
読
し
て
み
る
必
要
の
あ
る
参
考
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

で
し
た
．

　

医
療
法
改
正
で
は
福
祉
八
法
の
講
義
．
ま
た

視
覚
障
害
者
の
手
引
で
は
実
技
講
習
を
ふ
く
め

て
の
研
修
会
で
、
目
の
見
え
な
い
人
の
苦
労
を

体
験
し
、
大
変
内
容
の
濃
い
研
際
会
で
し
た
．

　

今
後
は
、
多
く
の
支
部
役
員
が
参
加
し
．
知

識
向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
も
の
で
す
．

春
ふ
廻
宙
木
侃
侃
口
貝
２
緊
函
覧
ふ
ぶ

　

１
月
２
６
・
２
７
日
に
開
ぼ
さ
れ
た
道
東
支

部
の
役
員
研
修
会
は
、
釧
路
支
部
か
ら
役
員
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
中
標
津
支
部
が
幹
事
役
を
つ
と
め
、

道
東
の
６
支
部
か
ら
約
３
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
当
初
、
十
勝
・
音
更
支
部
を
、
同
じ
会
場

に
合
流
す
る
予
定
で
し
た
が
、
交
通
手
段
等
の

関
係
で
、
従
来
通
り
道
東
６
支
部
の
み
の
研
修

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
中
標
津
保
健
所
の
前
川
保
健

婦
に
よ
る
「
管
内
の
難
病
支
援
の
状
況
」
と
、

役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
婦
さ
ん
に
よ
る
「

健
康
ク
イ
ズ
」
を
行
い
、
４
チ
ー
’
‐
ム
に
分
か
れ

て
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
釧
路
支
部
チ
ー
ム
は
輝

く
優
勝
を
得
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
難
病
連
本
部
の
伊
藤
事
務
局
長

の
講
義
で
、
本
部
の
研
修
会
と
同
じ
テ
ー
マ
を

う
け
、
有
意
義
な
二
日
間
の
研
修
で
し
た
。

今
縦
慨
鼎
固
盛
沁
の
政
一
ｔ
…
一
河
‐

　

支
部
内
会
員
へ
情
報
伝
達
す
る
最
良
の
手
段

で
あ
る
、
支
部
機
関
紙
の
発
行
は
、
計
画
で
は

３
回
の
予
定
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
２
回
の

発
行
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
最
大
の
原
因
は
、
原
稿
不
足
で
あ
り
、

各
部
会
役
員
の
協
力
が
な
け
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
な

発
行
が
期
待
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。
各
部
会
に
関
す
る
情
報
を
、

事
務
局
ま
で
投
稿
さ
れ
る
よ
う
、
協
が
体
制
を

確
立
し
た
い
も
の
で
す
。

　

一
回
に
発
行
す
る
部
数
は
約
５
０
０
部
で
、

会
員
並
び
に
関
係
機
関
に
郵
送
で
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
腎
友
会
に
つ
い
て
は
病
院
単
位
に
配

布
し
て
い
ま
す
。

争
憤
Ｉ
ふ
カ
ム
ぶ
４
伯
乱
剛
刈

　

８
９
年
度
（
前
々
年
度
）
の
北
唇
尨
難
病
連

の
協
力
会
入
会
者
は
、
７
０
人
で
１
０
２
口
の

契
約
で
、
６
３
名
か
ら
入
金
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
９
０
年
度
は
。
新
規
入
会
者
が
８
人

で
、
１
２
□
の
入
会
が
あ
り
、
現
在
の
協
が
会

入
ふ
｀
者
総
数
は
７
８
人
で
1
1
0
□
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
金
は
、
既
契
約
者
を
含
め
て
３

-

－３



○
人
、
３
９
口
で
2
2
7
5
0
円
の
還
元
金
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
体
の
入
金
状
況
を
み
る
と
、
既

契
約
分
の
未
納
者
が
４
８
人
、
７
５
口
あ
り
、

契
約
者
の
半
数
以
上
が
未
納
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
、
未
納
者
の
完
全
納
入
に
つ
い
て
、
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
入
会
者
の
状
況

　

８
９
年
度

　

契
約
数

　

９
０
年
度

　

契
約
数

　
　
　

計

　

契
約
数

７
０
人

　

８
人

７
８
人

１
０
２
□

　

１
２
□

1
1
4
□

◆
士
外
一
邪
内
‥
酋
即
Ａ
ぶ
士
入
徊
坂

　

昨
年
は
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
部
会
の
、
医
療
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
で

計
画
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
医
療
講
演
会
は
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
北
海
道
支
部
の
主
催
で
、
難
病
連

釧
路
支
部
が
後
擾
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
札
幌
の
北
祐
会
神
経
内
科
病
院
長

で
あ
る
浜
田

　

毅
先
生
に
、
『
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
の
治
療
と
日
常
生
活
』
と
い
う
演
題
で
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
労
災
病
院
神
経
内
科
の
緒
方
昭

彦
先
生
は
、
『
道
東
地
方
に
お
け
る
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
現
状
』
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
医
療
後
援
会
の
事
前
Ｐ
Ｒ
を
、
北
海
道

新
聞
・
釧
路
新
聞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｈ
Ｂ
Ｃ
・
Ｓ
Ｔ

Ｖ
の
各
マ
ス
コ
ミ
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
労

災
病
院
の
神
経
内
科
外
来
窓
口
に
、
チ
ラ
シ
を

作
成
し
て
置
い
て
お
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
当
日
の
受
講
者
は
、
予
黎
ざ
は
る

か
に
上
回
る
受
講
者
で
、
ふ
吾
貝
４
名
・
思
者
２

１
名
・
家
族
１
９
名
・
そ
の
他
１
２
名
で
、
合

計
５
６
名
の
方
々
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
医
療
後
援
会
の
結
果
、
い
か
に
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
で
悩
む
患
者
さ
ん
が
、
こ
の
道
東
地

方
に
多
く
い
る
現
状
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
講
者
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、

今
後
、
釧
路
支
部
と
の
か
か
わ
り
を
検
討
し
、

将
来
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
支
部
つ
く
り
に
発

展
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

二
方
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
府
の
医
療
後
擾
会
は
、

種
々
の
観
点
で
、
バ
ー
ジ
ャ
ー
病
の
道
東
支
部

の
結
成
を
。
先
に
行
っ
た
方
が
よ
う
と
い
う
結

論
か
ら
、
医
療
後
援
会
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
．

　

Ｉ
１
月
２
５
日
に
、
釧
路
・
根
室
地
万
を
包

括
し
た
、
バ
ー
・
ジ
ャ
ー
病
の
道
東
支
部
が
、
碧

空
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
ま
だ
会
員
数
は

少
な
い
現
状
で
す
が
、
部
会
支
部
と
し
て
、
会

員
の
増
加
と
発
展
的
な
活
動
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

◆
窟
７
款
傅
μ
河
掻
ｒ
刺
剛

　

昨
年
、
釧
路
支
部
の
事
務
局
を
、
事
務
担
当

と
経
理
担
当
の
２
名
体
制
で
運
営
し
。
釧
路
支

都
の
活
性
化
を
図
る
よ
う
体
制
強
化
を
は
か
り

ま
し
た
が
、
う
ま
く
軌
道
に
乗
っ
た
迅
営
に
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
に
役
員
会
開
催
な
ど
、
事
務
的
な
手
続
き

が
行
き
届
か
な
く
、
釧
路
支
部
の
各
行
事
が
停

滞
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
ば
、
安
定
し
た
事
務
局
体
制
に
す
る
こ

と
が
急
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

争
支
部
事
務
所
運
営
口

　

昨
年
度
よ
７
身
障
セ
ン
タ
ー
・
に
初
め
て
設
置

さ
れ
た
、
難
病
連
釧
昂
支
部
事
務
所
の
運
営
は
、

当
初
、
原
則
的
に
月
・
水
・
金
の
２
時
間
位
は
、

難
病
連
で
常
駐
す
る
こ
と
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
事
務
所
に
出
動
で
き
る
人
が
少
な

く
、
事
務
局
担
当
者
一
人
の
運
営
で
は
難
し
く
、

効
率
良
い
利
用
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
、
ふ
５
只
各
位
の
知
賓
客
出
し
合
い
、
ま

た
、
多
く
の
協
力
で
、
効
率
よ
い
事
務
局
運
営

を
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、

－４－
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1 990　年度

支部活動報告書

４月

　

１口

３月３１日

－５－

実施期司

　

ｎ：1 990年

　　　　　

至：1 99 1年

、[f

　　

M’

　　　　　

衣!?C

　　　　　

〃

活　　動　　内　　容 参加人数 備　考

１、会　議（役員会等）　　月　日　　　　　会場
釦酷支部・役員会　　　　　　　　　５月　８日　　　福祉会館
謳支部・役員会　　　５月１５□　福祉会館
釧路支部・総会　　　　　　５月２０日　　身障センター
釧路支部・役員会　　　　　６月　６日　　凋偉センター
釧路支部一役員会　　　　　　６月２４日　　丿祁
釧路支部・役員会　　　　　　１０月　６日　　　身障センター
釧路支部・役員会　　　　　　１１月１５日　　　身障センター
釧路支部一役員会　　　　　　　２月１９日　　　身障センター
釧路支部・三役会　　　　　　　３月２８日　　　身障センター

12名
11名

20名
　７名
　6名
　9名
　6名

１２名
　４名

２、諸活動（講演会・研修参加・その他）
北見支部・結成大会参加　　　　５月１３日　　北見市
北海道難病連・全道集会参加　７月28･29日　　札幌市
鯖酪支部・福祉相談会　　　１０月19･20日　　ｵﾘｪﾝｸ諺ﾃﾙ
釧路支部・レクリエーション　１０月２７日　　標茶町・茅沼
パーキン病部会・医療講演会　１ﾆL月　４日　　身障センター
バージャー部会一道東支部結成１１月２５日　　福祉会館
本部一役員研修会　　　　　　１月19･20日　　札幌・センター
道東支部・役員研修会　　　　１月26･27日　　黄老牛温泉

　2名
　2名

10名
31名
58名
23名

　2名
　5名

３、機関紙・ニュースの発行
機関紙・なんれん釧路版　ＮＯ・６　　　　４月１０日発行
機関紙･なんれん釧路版　ＮＯ・７　　　１０月１０日発行

発行部数
５００部
５００部

４、相談活動　　　　　相談件数
　　　電話　約　２降
　　　手紙　約　○件
　　　来訪　約　○陛
　　　訪問　約　Ｏ件

５、その他



釧路支部決算報告=屏
皇

　

Ｈ即i?年額肩目
J･l又入び）=aﾆli　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呈：１りり１年３刀３１Ｆ

不斗　　目 1990年度予算額 1990年度決算額 備　　　　　考
道登病連交付金 1 90, 000 1 90, 000 難病連本部より
市町村補助金 140, 000 1 40. 000 釘聡10万･白糠4万　　‾
その他の助成金 1 00, 000 合同レク１０万
参加費収入 4 0.000 39. 000 合同レク参加費
寄付金収入 １０．０００ 5, 000
協力会還元金収入 ９０,０００ 22. 750 件数３０件
募金箱還元金収入 2. 000
署名募金l元金収入 6. 5 56
販売事業収入 5, 000 ７５０ 花火
その他の事業収入 1.824
受取利息収入 ５００ 3,23 5
前期繰越金 7 1,63 1 71. 63 1

合犬汁 547. 131 582, 746
-ｆ_＿・「●．ﾐ＿　〃一四

Jﾆmこ乙)i那

匹　　　　　目 1990年度予算額 1990年度決算額 備　　　考
会議費 ８０．０００ 1 1 5.861

支部役員会 ４０．０００ 4 5,67 1 ８回
本部会議参加費 4 0, 000 64.470
その他の会議費 5. 720

事業費 ３２０,０００ 293. 1 56

地区鼠会費 30. 000 1 5,818
全逗集会参加費 4 0.000 28, 559 ２名参加・札幌
医療講演会 ４４５

検診相談会 ０ 1 0, 000
機関紙誌費 4 0, 00 0 3 2. 391 ２回発行
研　修　会 50.000 83. 930 本部・道東の２回
合　同　レ　ク ５０,０００ 73. 09 1 m温泉
レク，交流会費 20. 000

地域部会援助費 ４０,０００ 4 0. 000 ﾊ･-ｷﾝ･ﾊ≒ｼﾞｬｰ部会

相談員補助 20.0 ０'０ 2.4 10
活　動　費 30. 000 3, 100

負担金・分担金 ○ 3.4 1 2
維持運営費 １４７，１３１ 14. 131

事務局費 １００．０００ ０

事務消耗品費 Ｉ０,０００ ○

通　　に　費 30. 000 1 1.410 四転2費
雑　　　　費 ７、１３１ 2. 721

R立命支出 1 00. 000 事務所運営積立
小　　計 547. 131 523, 148
次期繰越金 59. 598 次年度へ繰越

･に汁 547. 131 582.746

－６－

｜ ・



n
伯
励
凋
方
晨
れ
安
”

◆
机
訊
口
貝
ム
Ｅ
開
冒
惟

　
　

難
病
連
釧
路
支
部
の
総
会
以
降
、
６
回
の

役
員
会
を
計
画
し
、
内
４
回
は
事
務
局
長
以
上

　

（
会
計
監
査
含
む
）
の
三
役
会
と
し
、
役
員
全

体
の
役
貝
会
は
２
回
と
し
ま
す
。

　
　

各
役
員
は
、
本
人
が
出
席
出
来
な
い
時
の

対
応
を
、
つ
と
め
て
代
理
者
が
出
席
出
来
る
よ

う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
ム
土
省
弓
低
木
ム
ぶ
慈
勿
乙
訓

　
　

今
年
の
全
道
集
会
は
地
方
開
催
年
で
、
室

蘭
支
部
の
洞
爺
湖
温
泉
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
　

釧
路
支
部
も
積
極
的
に
参
加
者
を
募
り
、

集
会
が
成
功
さ
れ
る
よ
う
協
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
機
関
紙
発
に
竹

　
　

釧
路
支
部
と
会
員
と
の
情
報
伝
違
は
、
機

関
紙
が
最
良
の
方
砥
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度
、

年
３
回
の
釧
路
支
部
機
関
紙
を
発
行
し
、
各
部

会
・
支
部
の
情
報
を
伝
達
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

発
行
に
は
、
ど
う
し
て
も
原
稿
不
足
と
い

＼・｜

う
状
況
に
な
る
の
で
、
各
役
員
は
、
原
稿
投
稿

に
積
極
的
な
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

中
岫
原
・
仙
Ｉ
２
昂
″
ム
μ
の
唸
憚
廿
恒
Ｓ
一

　
　

北
海
道
難
病
連
釧
路
支
部
は
、
地
域
内
の

患
者
さ
ん
が
、
病
気
別
の
患
者
会
に
入
会
す
る

と
、
同
時
に
病
気
別
の
会
と
難
病
連
の
会
員
と

な
り
ま
す
。

　
　

今
年
度
は
、
各
部
会
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
と
患
者
さ
ん
と
の

交
流
を
は
か
り
ま
す
。

　
　

昨
年
、
医
療
講
演
会
を
実
施
し
た
パ
ー
キ

ン
ソ
ン
病
で
は
、
患
者
懇
談
会
を
開
催
し
、
地

域
部
会
の
結
成
に
結
び
つ
け
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

　
　

膠
原
病
部
会
は
、
医
療
講
演
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
の
医
療
講
演
会
に
も
知
識
向
上

の
観
点
か
ら
受
講
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

ま
た
、
釧
路
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
が
行
う
、
「
Ｖ
Ｏ
ア
イ
ラ
ン
ド
北
海
道
・

９
１
」
へ
も
参
加
し
、
多
く
の
Ｖ
Ｏ
さ
ん
方
と

の
交
流
を
は
か
り
ま
す
。

争
｛
口
他
低

　

・

　

立
目
測
刎
十
又
甜
郁
の

　
　

進
血
附

　
　

現
在
釧
路
支
部
は
'
　
-
ｍ
ｆ
ｆ
ｉ
-
音
別
の
両
町

も
一
緒
に
な
っ
て
組
織
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

白
糠
・
音
別
地
域
内
会
員
の
意
向
調
査
を

行
い
、
将
来
、
白
糠
・
音
別
支
部
と
し
で
独
立

さ
れ
る
よ
う
準
備
し
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

命
梼
ｌ
ぶ
刀
ム
ぶ
ロ
貝
へ
の
討
仕
Ｋ
川

　
　

活
動
報
告
の
よ
う
に
、
協
力
会
費
の
納
入

率
が
悪
く
、
そ
の
原
因
を
調
査
し
、
納
入
率
の

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
規
会
員
の
掘
り
起
こ
し
に
も
ａ

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
事
務
所
の
運
皆
は

　
　

昨
年
か
ら
使
用
が
開
始
さ
れ
た
支
部
事
務

所
は
、
役
員
並
び
に
仝

り
、
常
に
連
絡
が
と
れ
る
機
能
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

:.（

－７－
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財団法人・北海追陪病連

　　

1991

　

年度

釧路支部事業一行事計夥

･’･|

１

自: 19 9 1年　４月　１日
至：1 992年　3月３１日

予定年月日 計画事業・行事名 会　　場 参加人数 偏　考

3年５月１２日 釧路支部・総会 福祉会館 50名

3年６月 釧路支部・三役会 身障センター ７名

３年８月 釧路支部一役員会 身障センター 16名

3年10月 釧路支部・三役会 身障センター 7名

3年12月 釧路支部一三役会 身障センター 7名

4年2月 釧路支部・三役会 身障センター 7名

４年４月 釧路支部・役員会 身障センター 16名

３年7月27-28日 北海道難病連・全道集会参加 洞爺湖温泉 １０名

3年9月 釧財部憑者懇親会 50名 合同レク

4年1月 逮夜支部・役員研修会 厚岸支部内 5名

３年４月 釧路支部・機関紙の発行 ５００部

3年８月 釧路支部・機関紙の発行 ５００部

3年12月 釧路支部・機関紙の発行 ５００部
Ｗ

膠原病部会一医療講演会参加 5名 医療講演会

3年6月 パーキン部会・患者懇親会 ３０名 地域部会援

小鳩会・日帰りレク参加 5名 交流会

リウマチ部会・行事への参加 5名 交流会

3年７月７日 ＶＯ達協・VOｱｲﾗﾝﾄﾞ北海道９１ 5名 交流会

白糠・音別支部結成の援助 活動費
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釧路支部会計予算=含 ｛
Ｈ
日
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日
月
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３

忽
年
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－
Ｓ
９
一
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皇

-l-ヽ，一一ヽ　-・－･●

禾斗　　目 199朗三度予算額 1991年度予算額 備　　　　　考

道難病連交付金 1 90,000 190, 000 難病連本部より

市町村補助金 １４０,０００ １４０,０００ 釧路１０万・白糠４万

その他の助成金 ０

参加費収入 4 0.000 ５０,０００ 合同レク

寄付金収入 1 0. 000 5, 000

協力会還元金収入 90.0 00 2 2. 000 30件

募金箱還元金収入 2,000

署名募金還元金収入 3.0 00

販売事業収入 5,000 ２,０００

その他の事業収入 120.000 ﾌﾗﾝｽﾍﾞﾌﾄ

受取利息収入 ５００ ２,０００

前期繰越金 ７ 1,631 59. 598 前年度より繰越

一台一　　　　言十 547, 131 595. 598

支出の部一一　-

軍斗　　　　　目 1990年度予算額 1991年度予算額 備　　　考

会　議　費 80, 000 6 5, 600

支部役員会 4 0. 0 00 30.000 ６回

本部会議参加費 4 0, 000 25,600 ８名

その他の会議費 １０,０００

事業費 32 0. 000 487.400

地区集会費 3 0, 000 10. 000

全道集会参加費 4 0,000 １６０,０００ 10名

医療講演会 5, 000

検診相談会 ○ ２０,０００

機関紙誌費 ４０,０００ 45, 000 ３回発行

研　修　会 ５０,０００ 9 2,400 本部２名・遼東ﾆ５名

合　同　レ　ク 5 0.000 ７０,０００ ５０名

レク・交流会費 20. 000 1 5.000 １５名・３部会

地域部会援助費 40.000 ５０,０００ ３部会

相談員補助 20.000 １０,０００

活　　勤　費 ３０,０００ 1 0, 000

四費 14 7. 1 3 1 42. 598

事務局費 １００,０００ １０,０００

事務消耗品費 1 0,000 1 0. 000

通　　信　　費 ３０,０００ 1 0, 000

資　　料　費 5. 000

雑　　　　費 7. 131 7. 598

心一　　　　言ｔ 547.！３１ 595, 598

－９－



－１０－

みんなの難病センターです

　　

このようにご利用いただけます

一般の方もご利用下さい

相談室一医療・福祉制度・年金・福祉機器・法律などの相談とア

　　　　　　

ドバイス。電話・手紙・ご来所，いつでもどうぞ。

　　　　　　

（毎週月曜日～金曜日／午前10時～午後５時）

会議室一恩者会・障害者団体などの会議・講演会・研修会などに

　　　　　

どうぞ。ビデオ。スライド。OHP,映写機，録音機な

　　　　　

ど，各種設備を用意してあります。
｛ji亘i｝一入院待ち，通院｡’お見舞いなど，患者・ご家族の方々や

　　　　　

思者会などの会合。研修会などにご利用いただけます。

　　　　　

定員16人／和室（４）・洋室（ｎ

安全設備－あらゆる事態に備え，万全の設備を備えています。安心

　　　　　　

してご利用下さい。

その他一福祉機器の展示，相談，患者会活動のための印刷設備な

　　　　　

どご利用いただけます。

開館日-１月７日から12月27日まで（臨時休館日があります）。

　　　　　

利用時間は午前９時～午後９時（会議室）

　　　　　北海道難病センター

〒064札幌市中央区南４条西10丁目(石山通り西向き)

　　　　　0011(512)3233番(午施瞬～午後６時)

八 nmrn m皿－

←小樽
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